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１９４３年東京都生まれ。
東京農工大学名誉教授・公益財団法人日本自然保護協会理事長・文化財指定庭園保護協議会会長
専門は造園学、景観生態学、地域計画学、環境緑化工学、森林科学。
東京大学農学部卒業後、厚生省国立公園局技官、信州大学農学部教授、東京農工大学農学部教授を経て、２００９年より同大学名誉教授。
ＮＰＯ法人地域自然情報ネットワーク理事長、東京都文化財保護審議会副会長、東京都自然環境保全審議会部会長などを歴任。日本緑化工
学会元会長、農村計画学会元副会長、日本造園学会名誉会員・元理事、日本都市計画学会元評議員、野生生物保護学会元評議員を務めた。
著書に『造園学』、『緑地生態学』、『生態工学』、『雑木林の植生管理―その生態と共生の技術』、『生物多様性緑化ハンドブック』など多数。

亀山 章 氏 プロフィール

画像提供：亀山 章 氏

場 所

講 師

定 員

対 象

費 用

日 時 令和４年３月２６日（土）
武蔵野ふるさと歴史館 市民スペース
亀山 章 氏（東京農工大学名誉教授）
会場１５名・ＷＥＢ（Ｚｏｏｍ）１００名（※定員を超えた場合抽選）
※講演の模様は後日ＷＥＢ（ＹｏｕＴｕｂｅ）でも公開予定、どなたでもご覧いただけます

どなたでも ※中学生以上を対象とした内容になります
無料
令和４年３月１９日（土） 必着

午前１０時～１１時３０分

申込み

会
演
講

会
演
講

令和３年度文化財講演会
公式マスコットキャラクター ©むーくん



申込みフォームはこちらから ➡

 令和４年
３月１９日（土）
必着!!

お申込み締切
お申込み方法
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❶ 往復はがきで申込む
往復はがきに申込み事項を記入の上、郵送してください。
宛先 〒１８０-００２２ 武蔵野市境５-１５-５ 武蔵野ふるさと歴史館「玉川上水の歴史」係

1. 「玉川上水の歴史」

2. お名前（ふりがな）

3. 電話番号

4. 参加方法（会場 or Web）

5. Eメールアドレス

　 （お持ちの場合）

〒郵便番号

申込みされる方の

住所

氏名

６３

＜返信おもて＞ ＜往信うら＞

※何も書かないでください

〒180-0022

武蔵野市境５-１５-５

武蔵野ふるさと歴史館

「玉川上水の歴史」係

６３

＜往信おもて＞ ＜返信うら＞

フリクションペンは
使用しないで
ください

❷ 専用申込みフォームで申込む
専用申込みフォームよりお申込みください。
ＵＲＬ➡ https://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo2/uketsuke/form.do?id=1644394122057
※申込みフォームには歴史館HPからもアクセスしていただけます。
※迷惑メール対策等をしている場合は、「elg-front.jp」から連絡が届くように設定してください。
　お申込みいただいた方には ①お申込み完了時点 ②当落のご連絡 の２回、確認のメールが届きます。
　ご自身のメールアドレスをお間違いの無いようお申込みください。
　返信がない場合は、お手数ですが当館までご確認ください。

返信用はがき１枚をお持ちの上、
武蔵野ふるさと歴史館の事務室までお越しください。

❸ 武蔵野ふるさと歴史館で申込む

武蔵野市域において養蚕業は、農業に比肩する主要な産業でした。市域では蚕を
単なる商品として扱うのではなく、「お蚕さま」と呼びならわし、大切に育ててい
ました。歴史館所蔵のどうぐや記録、資料などから、武蔵野市域の養蚕の様子、
くらしのうつりかわりについて知見を深めていただけたら幸いです。

現在、わたしたちの生活は電気やガスの普及によって大変便利になっています。日常の中で、直接火を見る機会
は少なくなりました。しかし、昔の生活は、いろりの火、かまどの火、ランプの火など、火のある生活が当たり前だっ
たのです。本展では、衣・食・住と日常生活の火に着目し、当館の収蔵資料を中心に、火を使う昔の道具を紹介します。
現在では使われなくなったものもあれば、技術の発達により形を変えながら使われ続けているものもあります。
本展がみなさまにとって暮らしのうつりかわりについて考える機会となれば幸いです。

会 場 武蔵野ふるさと歴史館 第二展示室

令和４年１月１５日（土）～４月２１日（木）

令

和３
年度 第４回企画展

令

和３
年度 第４回企画展

学校
教育連携
展示 火のある暮らしうつりかわり
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E-mail: rekishikan@city.musashino.lg.jp
武蔵境駅より徒歩１２分／ムーバス「武蔵野ふるさと歴史館」バス停下車すぐ／駐車スペースはございません（高齢者・車椅子ご利用の方はご相談ください）

〒180-0022 武蔵野市境5-15-5　Tel 0422-53-1811
 開館時間 午前9時30分～午後5時 休館日 金曜・祝日・年 末 年 始

特別休館日

入場無料
バス停（ムーバス）

亜細亜大学
市民会館

スイングビル

至東小金井 西武多摩川線

JR 中央線

至三鷹
武蔵境駅

武蔵野市立
武蔵野ふるさと歴史館

●Instagram●Facebook ●Twitter●HP[HP] http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/shogaigakushu_koza/rekishikan/
[Facebook] https://www.facebook.com/musashino.rekishikan/
[Twitter] https://twitter.com/musashino_reki
[Instagram] https://instagram.com/musasino_rekishikan


